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沖縄島産マツタケ目について

宮　　城　　元　　助

Notes on the Agaricales of Okinawa Island

(Ⅱ)

Gensuke MIYAGI

1964年に沖縄島産マツタケ目Agaricalesの一部を報告したが,其の後採集して同定した種に

ついて報告したい。

Agancalesマツタケ目

Boletaceae R. Maireアミタケ科

Boletotdeae Singer　イグチタケ亜科

41. Pulveroboletus reti♪es CBerk. et Curt.) Sing.キアミアシイグチ

Colくer and Beers, Bolet. north Carolina CBoletus retipes Berk, et Curt.) 30,

PK 19, 62, f.2, 1943: Singer, Agaricales, 674, 1951: 734, 1962I今関及本郷,革,

原色口.菌.図鑑, 96, PI.29, f. 184, 1965.

分布,日本(滋賀)一中国(要南),北米

X-24, 1964, Vfl-8, 1966,名護岳

記,傘表面に黄色の粉末はない.

42サBoletus lundus Schaeff. ex Fr.ウラベエイロガワリタケ

Saccardo, Syll. Fung. 6:34, 1888'Kawamura, Illus. Jムp. Fung. PI. 2, f. 25-8, 1

1912:今関及本郷,原色日.菌.図鑑, 87, S. Ito, Mycol.Fl.Jap.甘:No.5, 35, 1959

分布,本州,九州-欧,北米,港

X-24, 1964,名護岳

Strobilomycetacetaceae GILBERTオニイグチタケ科

43. Boletellus russellii (Frost) Gilb.セイタカイグチタケ

COker and Beers, Bolet. north Carolina, 75, PI.48, 64, f. 14,1943*今関及本郷,

原色rj.菌.図鑑, 90, f.211, 1957: S,工to, Mycol. Fljap. fl, No5, 46, 1959.

分布,本州一北米

X-20, 1964,名護岳

紀,本標品は名護岳の林中地上に発生したもので,沖縄本島で採集したのは今回だけである。 64年度
は例年に比べて雨が多かったので,いろいろなキノコが数多く発生していた.

44. Boletellus s少.アシナガイグチタケ(新称)

子実体は群生,全面無色の厚い粘液に覆われている。傘は径6-9cm,初め球形後門山形で厚

い。平滑,暗い茶色。肉は中央厚く周辺薄い.傷時背変する。臭味著しくない。被膜は初め管孔

面を覆い膜質,管孔は狭生し,殆ど離生,茎周に凹入する。幼時は帯黄緑色,l熟時暗色で褐色を

増す.傷時青変する。孔口は寧ろ大形。稜は薄い。茎は長く13-18×0.6-0.8 C上方) -0.8-
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1.4cmC下方)或はそれ以上上方に漸細,灰紫福色又は茶色,下部白色,中実,胞子は楕円形,

明かに縦線条があり,褐色, 13-1占×10-12ti,胞子紋はオリ+ブ福色。

所在, V-11* 19占5= X-20, 1965,名護岳,山林内,地上.

記,本榎は沖縄島北部,与那覇岳,其の他の山林内に群生をして,その発生暗算こは多くみられた。
最近は山林の開墾が進められたので,以前のようにはないQ　シンガポ.-ルに産する　Boletellus
singaかrensis (Rat. & Baker) Sing.に近いと思われるが, l尚よく研究したいd

Fig, 6, Boletellus Sp. a, b, Carpophors c, Spores x 400

Paxillaceae R. MaiRE　ヒダハタケ科

45- Paxillus atromentosus CBatsch ex Fr.) FR.ニワタケ

Kawamnra, Illus, Jap. Fungi, PI. 1占, f.18-20, 1915;安田,椎.椎. 36; 103, 1922;

Singer, Agaricales 631, 1949 ; Kuhner & Romag別esi, Fl. Analyt. Champ. Super.

46,.1953;今関及本郷,原色EE.菌.図鑑　　f.206-　PI. 36- f. 206, 1957; S.工TO,

Mycol.Fl. Jap.甘; No.5, 49, 1959.

->pJ. .一、.・州-.蝣a. "Iい-1

Ⅸ-　3, 1965,名護・匝

記,桁木上から採集したが,多くはみられないd田儀島でも採集したo

Tricholomataceae Roze　シメジタケ科

Lyophylleae IlくuHNERシメジタケ放

4占. Lyoカhyllum semitale CFk.〕 Ktlhnee　スミゾメシメジタケ

Saccardo, Syll. Fung. 5: 204, 1887; Singer, Agaricales,　占7. 1949;今関及土岐,

柿.読.節.報. 67:49. f.9, 1954; S.Ito, Mycol.Fl.Jap.丑. No.5, 94, 1959.

-":7T.∴ .い　　、

YI-20. 1965,名護岳

Lentzneae Fayod　マツオオジタケ族
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47-　Pleurotus ostreatus 〔Jacq. ex Fr.〕 QN丘L.ヒラタケ

Saccardo, Syll. Fung. 5:355, 1887: KawaMura, Illus. Jap. Fung. PI. 8> f. 1-2,

1913 'f lmai, Jour.Facul.Agr.Hokkaido Imp. Uniu.43 '94, 1938 'Singer, Agaricales

270, 1949:今関及土岐,柿.読.研.戟. 87; 53, 1950,今関及本郷,原色日.菌.図鑑　31,

PI. 12, f,64, 1957

分布.日本-汎布

1-21, 1965,与那覇岳

記,胞子紋は白色のもあり,淡五色のもあった。沖縄島南部ではみられないが,北部では好んで食用
に供している。lフカノキ　Schefflera octo♪hylla (方言名了サグル-)の粁木に発生するので

アサグルーナバと呼んでいるが,カクレミノDendropanax trifidum (方言名ユーグ!レ-)に
も着生している。安田部落ではアダンの朽木にも発生するという。

48. Panus tignnus CBull. ex Fr.) Sing.ケガワタケ

Saccardo, Syll. Fung. 5:580. 1887; Kawamura, I.llus. Jap. Fungi, PI. 10, f.

1子18, 1914;日.菌.図誠, n.24, 1929

分布.本州,九州-欧,北米,濠

Ⅵ-2, 1965,恩納岳

Amanitaceae Roz且テングタケ科

49- Amanita caesarea 〔Scop, ex Fr.) Pers. ex Schw.タマゴタケ

Saccardo, Syll. Fung. 5:8, 1887: KAWAMura:Illus. Jap. Fungi, PI. 7, f. 15-17,

1913; Imai, Jour, Fucul. Agr. Hokkaido Imp. Univ. 43: 9, PI. 1, f. 1, 1938^

L. H事NTERTHUR, Praktischと　Pilzkunde, 30>　PI. 3 ' Kuhner　&　Romagnesi, Fl.

Analyt. Champ. Sup. 433, 1953;今関及土岐,柿.読.研.戟. 61, 34, 1954:今関及本

郷,原色日.菌.図鑑　95, PI.17, f.95, 1957,

分布.日本-軟.北米.阿.亜(印.中東)

Ⅵ-6, 1964: X-20, 1964,名護岳

Fig. 7. A加antta Caesarea (The Colore of lamella, anuulus, and Stipe is white.)
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記,名護岳の標品は,摺,鍔,茎の色は黄金色でなくて,黄色のものと白色のものであるp　もつと研
究したい。胞子は　-9x7M-,非糊性,胞子紋は白色。

50-　-<4- echinoceカhata CVittO Quel.シロオニタケ

Saccado Syll. Fung. 5 : 16, 1887; Ktiuluner, R. & H. Romagnesi : Fl.Anal.

Champ.Sup. 430, -f. 603, 1953;今閲,本郷,耗原色.口.菌一　図鑑, 43, PI. 13, f80,

19占3; T. Hongo, memo. Shiga Univ. 9; 40, 1963-

分布.日本-欧米,北米

X-24, 1964,名護岳

記,名護岳の山林,土上によく発生するが,国頭付与郡の山林内でも以前はよくみられたっ　開墾が進
んだので今はみられないようである。

51. γolvariella volvacea CFr.) Sing. var. nigricans CKAwAMiira〕 HoNGO

クロフクロタケ

T.Hongo, Joun. Labo. BoiL　　　8:233, 234, f. 1, 1936;今関,本郷,続原色El.菌.
図鑑, 45, PI.14, t.83, 1963.

分布.本州,琉球

V旺-3, 1964, Xl-12, 196占

東風平村星宜原

... V'|f"∵二.　・ 「い∴策　K. K.t I .チ'-'.li,蝣.蝣!?蝣;.; "!蝣',∴　　∴　K V.-.-t・、　　絹)

上に多数群生,同工場の従業員は之をとって柚でいためて食用にするという.

52-　Ptuieus verruculosus S.Ito et Imai　ムニンシカクケ

S.Ito & Imai, Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc. 1占:47, 1940.

・-:.'c・　卜''.'蝣''乱缶

¥l-8, 19占5,盟-12, 1?占6

東風平村屋蝣蝣-' i T

記,琉球化学工業K. K.甘耗糟上に叢生。

Agaricaceae CFr.) Cohnハラタケ科

Leれcocoprineae Sing.キヌカラカサタケ族.

53. Chlorophillum molybdites (Meyer e>C FR.) Mass.オオシT]カラカサタケ

Saccardo, Syll. Fung. 5:30, 31, 1887; U, K. ChESNiat, Asa Gray Bull. [, No.

1900; Singer, Agaricales415,　　川村, H.菌.図鑑> 4:471, f.451, 1954;

T, Hongo, memo. Shiga unlv. 9, 74, 1959

分布,本州-北,南米,亜(也)

1 -29, 1965,糸満町字武富

V-31, 1966,大里村字平良

記,上記,二ヶ所の山林に近い,小高い岡にある廿的朋の畦採集。傘の径10-25�",茎は15-300がX
2-3cm,胞子は瓶楕円形,斜に小鴨があり,胞子紋は緑J%色である。

オオシロカラカサタケ中毒の例

Singer氏によると,米国及び比律浜では有毒とされ,南米では可食の報告があるO　とD又

川村氏は日本では中寿の例がないと記しているo沖摘こ於いて1964-19dd年の間に軌司にわ

たってキノコによる中毒の事例がある。このうち等者は3事例を調べたが本題による中毒であ
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った。

中轟事例　1

1964年8月29El糸満町字武富で9人家族のうち,これを会した6人が中毒したO　筆者はその

キノコを調べたがオオシロカラカーIJ-クケC. malybditesであった。更に家族の中潮夫況を聞

いたので次表に示す。

オ オ シ ロ カ ラ カ サ タ ケ C . m o lib d i te s に よ る 安 奴 の 中 Tii状 況

!i :

m

の
番

号

性

刺

年 摂

負

令 篇

企 バ ブ バ 摂

イ ル チ
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後 ツ を 食

* -i¥
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の 触
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状 め

」 た 間
-

唱 下

lit 納
+

1 刀 6 4 1 片 金

一

I
中 .1-提

+-

! 血 二 間

絞 時 -T -

UK H

".I: 回

2
I

女 6 1 1 不 食 m - -

-

3 刀 3 2 6 M - 不 中 毒
虫 二 間

後 時

哨 = 下 九

日】‥ 遠 約 回

4 女 3 3 2 片 企 小 猫 念 調 l ?

+

5
+

衣 1 3 3 片 企
l! 申 ・# 蝣 ? i r

,

一一一一- . - 一一l▼一.llーlーlーl一一
6 女 10 不 企 紬 - -

7 刀 8 不 虫 細 - -

8 女 6 1 片 食 中 砧

企 ー …

? + ll

9 質 4 3 ft ? ?

蛸考:l. 1964年8月290年前8時,油でいためて会した.

2・家族番蝣J-3, 5は大浜蛸没で手当てをうけて,恢複,他は宏艇での手当で恢挺した.

3・パインアップル,バナナの企後の摂食は中海と国体ない.

4・　摂食.別.の多い者はasく,少い・糾ま轍くI一再接している.

中毒事例　u

1966年5月,石垣島,石垣flTでの小例.中寿した本人か扱腹後, 1966年5月251ヨの八重山毎

日新間に「キノコの中毒」の見山Lで概要次のように掲載してある。 「昼食に食べたのである

が,ものの半時間もたたぬ間に胸がむかつき, III:失くをffiして気分が悪い。吐気からはじまって

今度は下し,吐いては下し,下してはIll:喜,それに猛烈な腹痛まで加わって,博愛病院にかつ

ぎこまれた時は,耳鳴りまで伴なって苦しいのなんの,地獄の苦しみとはこんなものであろ

う。」　と。

このキノコを笠者は調べたがオオシロカラカサタケであった。

其の他1965年10月25日,那覇市内でも本種による中毒があった　m八重山で二伸,これは時期

からして本租によるものと考えられる。

郎例Iに於いては,料理する前に可食か,どうかについて考えているが,木に生える白いキノ
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コ(ヒラタケ?)は他所で食べたことがあるが,美味だった。これも木に生じていて,色が自だ

から(笠者が調べたところ,木の根に近い土上生だった.)食べられるとして食べて中毒した。

事例丑の場合は,同時期に発生する食用キノコ,オオシロアl)タケと間違ったものである。

54. Lepiota alborubescens Hongo　イロガワリシロカラカサタケ

T. Kongo:Memo. Shiga univ. 12, 40, 1962:今関,本郷,続原色0.菌.図鑑, 48,

PI. 15, f.89, 1963.

分布.日本

XI-20, 196も　大宜味村

記,大宜味村謝名城部落で,藁堆肥上に多数発生,土地の人は食用にしているとのことである。

Agariceae Pat. em Konr. et Maubl.バラタケ族

55-　Agancus silvicola (Vitt.) Sacc,シロモリノカサタケ

田中,楢.雑　2- 170, 1888" Imai, Jour. Facul. Agr. Hokkaido Imp. Univ, 43=257,

1938;今関及土岐.柿.読.研.戟. 67, 34, 1954; S, Ito, Mycol.Fl. Jap.廿, No.5>

228. 1959.

分布.北海道l,本州-欧,北米

V-29, 1964,大里村長道原

書己,換傷時黄色になり,乾時黄色になる。林地,土上,孤生,又雨期に多数群生しているのがみられ
m

Co♪nnaceae Roze　ヒトヨタケ科

Copnnadeae CFayod) Sing.ヒトヨタケ亜科

56. Coprinus comatus CMueller ex Fr.)S, F, Grayササクレヒトヨタケ

Kawammya, Illus, Jap, Fungi; PI. 3, f. 18, 22, 1912J Imai, Jour,Facul, Agr,

Hokkaido Imp. Univ.43: 295, PI. 5, f. 1, 1938;今関,本郷,原色日.菌.図鑑, 54,

PI.24, f. 133, 1957; S. Ito, Mycol, Fl.Jap.丑, No.5, 298, 1959:本郷,青木,・日.

菌.学.会報, 5:132, 1963.

分布.日本-欧.北米,濠,阿

V-1, 1966,那覇+市泉町

記,都会地だが,小高い岡,草中土上。羽地相の林道上でもみたことがあるが確めることができなか
HS"

57. C ♪atouillardii Qu五L.クズヒトヨタケ

Saccardo, S.yll. F.ung5: 1101, 1888 ; K凸HNER & RoMAGNES工蝣, Fl, Analyt. Champ.

Sup.384, f.533, 1953;本郷,青木,日.菌.学.会報, 5:134, f.3, 1963:今関,本郷,

続原色日.菌.図鑑, 106, PI. 17, f. 106, 1963.

分布.日本-欧

W-5, 1966,東風平相星笠原

記,甘蘇槽上,群生.又,別に馬糞上生のもので胞子だけ本種のものと確認したが,恐らくこれは馬
糞上にも生ずるのであろう。

Bolbitiaceae Sing.オキナタケ科

]. Bolbitius demangei CQuEL.) Sacc. et D. Sacc.トキイロオキナタケ

T, Hongo : J.I. B. 33:42, 1958: memo. Shiga Uni. v9, 82, 1959; Singer,
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Agaricales 528, 1962;今関,本郷,続原色日.菌.図鑑, 64, PI. 19. f. 120, 1963.

分布.日本(本州) -欧州

VJ-5, 1966,東風平村屋宜原

記,甘庶糟上,孤/_l三又,群生,

Strophariaceae V. Overeen　モエギタケ科

Stro♪harioideae Sing.モエギタケ亜科

59. Psilocybe fusciata Hongo.ァイセンボンタケ

Hongo, Jour. Jap. Bot. 32: 144f. d-f, 1957; Hongo, memo. Shiga Univ. 7:43,

1957.

分布.本州

Ⅵ-15, 1966,東風平相星:庄原

記,甘庶摘上,並&, h'l属の　P. cubensis CEari.k) Sing.シビレタケモドキ(仮称)は八重山

にあって水牛糞士'k,沖縄島,日本にない。傘の色は淡果皮色,胞子は10-1占× 8 -10拝。 P.
fusciata Hongoはオ')-プ褐色,胞子9.5-ll *5-6u.

60. Melanotus sp.ウラムラサキヒラタケ(新称)

傘は径3-4cm,貝殻状,緑は内屈するO表面は平滑,初め白色,後褐色,乾幡殆んど轟白色,

肉は白色,柔執,殻粉臭,味無,閏は盾生,初め白色,後灰紫色になる,杏,巾約1mm.茎は靭

め中心生後,側生,措白色,甚だ短く1-3×0-6-1m恥　屈曲,傘緑に接着1,胞子は扇豆形,

Fig. 9, Melanotus sp.
a. Growing on the processed stem of sugar cane Which has been decaing

b. Growing on the decaing rope made of rice plant.
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5-6×3.5-4Ll,表面ざらざらの感じo　胞子紋は紫暗褐色,

所在, Ⅷ当5, 196も　東風平相星宜原

甘煮糟上,藁縄上,多数畳生。

記, Melanotus　属のものは日本で,小笠原島の麿木上生M. flavelivens CBerk. et CurtO

Sing. 1種が報告されている。本標品はキューバに産するMusa (芭煮)上生M. musaecola

(大きさ12棚)に近いが尚よく確めたい。

Cortinanaceae Roze　フウセンタケ科

Corti naneae Fayo工〕フウセンタケ族

61. Cortinanus elatior Fr.アブラシメジ

KAwAMura, Illus. Jap. Fung工　PI. 7, f. 18-20, 1913;今関,本郷,原色口.菌.図鑑,

70, PI.30, f. 173, 1957:S. Itto, Mycol. Fl.Jap. U.No.5, 387, 1959.

分布.北海道,本州-欧,北米

ト5, 1965,名護岳

62. C. collinitus CPers. ex Fr.〕 FR.ツバアブラシメジタケ

Singer. Agaricales, 551, 1949'今関,本郷,原色日.菌.図鑑, 70, PL　30, f. 175,

1957, S. Ito. Mycol. Fl. Jap. fl, No. 5, 387, 1959.

分布.北海道,本州,九州-欧,北米

I-5, 1965,名護岳

62-　C.largus Fr.フジイロタケ

KAWAMura, Illus. Jap. Fungi, PI. 19, f. 15-17, 1913' S. Ito, Mgcol. Fl, Jap*　fl.

No. 5, 396, 1959.

分布.本州-欧,北米

1-5, 1965,名護岳


